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海底地質

サンプリング用ポンツｰンについて

海底地質調査に必要なサンプリング法のうちで船上

法による掘さくの研究は㎝e･bi1･runではあるが一応初

期の目的を達成しつつある､ところがこの船上法に

ついて重要た課題は傭船のことで調査地におもむくた

びに適当な大きさの船でしかも同型の船を2隻さかさ

低ければなら狂いこととようやくさがしてもその都

度蟻装にかなりの手間と材料を必要とする欠点カミある.

このことからどうしても地質調査所にサンプリング専

用の船を保有したいと希望していたのであるがいざ船

を持つことになると専用の港が必要であるし船の管理

も放か枚かたいへんな問題だ.そこで普段使用してい

ない時には倉庫に格納できるような船ができなv･ものか

とわれわれ担当者で考え出したのが組み立て式ポンツｰ

ンである(1図写真1･2).このポンツｰンは5コのブ

ロックから恋ゆ各サイズが段々と小さく作られている

ので全体が1コのブロックに収容される.また組み

第1表

番�����吃水mm��

�状態������傾斜角

号��A�B�C�D�平均�実測

1�平常�9.8�10.O�10.0�10.5�10.080�

2�N帆①区画浸水�38.O�21.5�6.0�10.0�18.875�4.00■

3�③カ�16.5�3.5�9.0�31.5�15.125�3.25'

4�②ク�2.0�7.5�38.5�20.0�16,875�4.311

5�⑤カ�9.5�12.O�14.0�1O.O�ユ五.350�33'6

6�④･�8.5�20.0�エ0.5�9.8�14.700�ユ"5'

7�①③カ�50.5�14.0�2.0�22.O�22,000�沈没

8�③②･�7.O�3.0�50.O�50.0�27.500�〃

9�②⑤ψ�一4.0�15.0�50.O�19.O�20.000�〃

10�⑤④ψ�8.5�28.0�16.O�3.0�13.875�

11�④①ψ�50.0�50.O�一1.O�山2.O�24.250�沈没

河内英幸･後藤進･中川忠夫･青木市太郎

立てる時には各ブロックを図のようにボルトで連結する

と中央にボｰリング用の四角の孔カミできる.これが

サンプリング用ポンツｰンの基本的な考え方である.

このよう在型にすれば倉庫にも格納できるしブロッ

クの規格をトラックの車台にあわせておけぱトラック

や貨車で輸送ができるしまた材質を軽合金にすれば取

り扱いも容易になるという特長カミ生じてくる.

ところでこの考え方はv･v･としてもはたして製作が

可能かどうかまた作ったとしても種々あ海象･気象条

件にどの程度耐えうるかどうかは疑問であった.そ

こで水槽実験を行なうことになった.厚さ1mmのア

クリライトをセメダインで接着しi/｡oの模型を作って

各区画ごとに8m㎜径の浸水孔を底板に1コ設けた.

まず浸水実験だカミこのポンツｰンは軽合金で作られ

るということからちょっとの衝撃でも穴があきやすい

という心配がある.もしいずれかのブロックに浸水す

るような事態が起こったとしたらと種々実験してみた

結果が第1表である.この表からもわかるように各

区画の中の1コが浸水した場合には傾斜するのみで沈没

し狂い赫隣りあわせの区画2コが同時に浸水した場合

には沈没してしまう.しかし対辺の区画だとえば①

②区画あるいは③④区画が同時に浸水しても沈没はしな

い.次に曳航実験だカミポンツｰンはほぼ正方形であ

るので対角線方向に曳航するのが一番抵抗が少ないの

だがそれでも通常の船に比べれぱかなりの抵抗がある

はずである.そこでどの程度の速度まで曳航できるか

を実験したのが第2表の結果である.この表によれば

①トラックに搭載したポンツｰン

②ホグリフトで運ぶ�



一11一

曳航速度が約6ノット以下であれば問題はないが7ノ

ット付近になると船首は水没し潜水し始める(写真3).

またポンツｰンは完全な正方形では桂く左右非対象にな

っているため曳航中に蛇行するのではないかと心配し

たのだが実験中にはその様子も見受けられ粗かった.

実際に完成したポンツｰンを今夏北九州沿岸で海上実

第2表

曳航��標柱間計測による計測���モｰタｰ回転数による言十測��曳航�

�時間�Vm�Vs��Vm�Vs��記事

距離�(舳)�(m/S㏄)�(kt)�｢･p･m�m/S㏄)�(kt)�立謁�

�17.�O.284�2.46�414�0.269�2.34�㊤�

���������㈰�������

�10.6�O.472�4.13�720�O.454�3.94�ψ�

�8.7�O.5?5�5.0�900�0,568�4.93�〃�

�������㌉�〉�������

�/�/�/�1260�O.792�6.88�ψ�船首水没

�7.2�0,695�6.05�1080�O.68�5,9�ケ�

�7.O�0.715�6.22�1080�O.68�5,9�㊦�

�/�ノ�/�工260�O.792�6.88�〃�船首水没

③

⑤

捌弘

↓③模型の箆航実験で

船首が水没し潜航

している

一般配置図

積重要領

防舷材

㈱木螂

デッキエント回一ラｰ

手動ウイン手

ボラｰド

董坂止めクリップ

マンホｰル

拶

貼

ポンツｰン寸法�
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験をした時港からサンプリング地点まで約4kmの間

は17肥のチャッカ船で曳航しその速度は往復とも2.2

ノット程度であったカミ福岡県の港から関門海峡を通っ

て周防灘さらに豊予海峡の国東半島まで基地を大移動

した時には300肥の引き船で5.4ノットの速度で曳航さ

れた.いずれの場合も船首沈没や蛇行の状態は見受け

られず安全曳航であった.また風速20m波高1.5m

の時(もちろんこの時にはサンプリング作業は中止して

いる)港の都合から港外に放置せざるを得なかったが

この時も何ら危険な状態は見受けられ校がった(写真

4).このようにポンツｰンはきわめて安定度の高いも

のであることが実証されたわけである｡

ポンツｰンは組み立て武であるため陸上輸送ができる

ので全国津々浦冷まで迅速に運べる.員的地にづい

たらできるだけ波打ち際におるして組み立てる｡各

ブロックの連結は1インチ径のステンレスボルト6本で

行なわれる.連結カミ終わると各ブロックに同じ材質の

蓋板カ茎かぶせられクリップで簡単に固定されると一

応ポンツｰン本体の組み立てカミ終ったわけである.で

き上ったポンツｰンは人力で砂浜上をすべらせなカミら海

上に進水させる(写真5･6･7).

このようにして海上に浮かんだポンツｰンには次の

ような機器が搭載される(写真8-8!)

④荒天のとき港外にアンカｰされ波のまにまに浮遊

しているポンツｰン(アンカｰは2本降している)

1.アンカｰ用手まきウィンチ4基

3分後のワイヤｰロｰプの長さがユ50mあり水深50

rnの所までポンツｰンを錠泊させることカミできる.い

かりは一応100kgのものを準備していたが取り扱い

が不便荏ため40kgのいかりを現地で借用して使用した.

豊予海峡では潮流がかなり早かった淋40kg程度のい

かりでじゅうぶんに機能を発揮した.

2.スライドベｰス

第1図に示したように組み立てられたポンツｰンの中

央に2.7mX3.2mの穴ができていてこの穴の上にス

ライドベｰスカミ設けられている.このべ一スの中わく

の中心は前後左右に楽に移動できるので穴の中たらば

⑥組み立て作莱

⑤ポンツｰンの組み立て作業

⑦作業完了遊水したポンツン�
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との位置でもポｰリングすることができる.

3三脚やぐら

3インチ径のパイプで高さ5.5mの三脚やぐらがポン

ツｰン上に設けられている.

4.油圧式タｰンテｰブル(写真9･10)

スライドベｰスの中わくの上に油圧駆動のタｰンテｰ

ブルがすえられている.これは10眼のエンジンで油圧

ポンプを駆動し油圧ホｰスを通してテｰブルに連動し

ている油圧モｰタｰを回転させる.テｰブルの中央に

は50mm角のケｰリｰをそう入するための穴があけられ

ておりテｰブル自体は羅針盤のように複づり装置にな

っている.このケｰリｰと複づり装置が波浪による船

の動揺を吸収する役目をしている.この掘さく機のお

もな仕様は次のとおりである.

45m㎜径のビットで100mの掘さく能力

75mm径〃50血の〃

85mm径〃40m〃

ピット匝1喚云O～178rpnユ

最高則力7.75呼

使用動力10IP

5.泥水ポンプ

三連式プランジャｰポンプ(水量301/秒)

使用動力4肥(ヤンマｰNT70K)

6.動力ウィンチ(写真11)

地質調査所型ウィンチ(巻き揚げ速度ε0m/秒)

使用動力5田(ガソリン)

7.手巻きウィンチ(巻き揚げ能力1トン)

通常ケｰシングやロッドの昇降は動力ウィンチで行荏

うカミ折りこみ式サンプリング法の場合には抜き取る時

にかなりの力を要するので手巻きウィンチを使用する.

8.舷外機(写真8/)

10田のスクリュｰエンジンが装備されているがこれ

は試錐地点における近距離の移動のときだけ使用する.

⑥ヤぐbを皿て花ポンツｰン

⑨スライドベｰスに設置したタｰンテｰブル上で目ッドを接続し降下を行なう

⑧'各種計捲を搭載

⑩ケｰリｰを接続してポンプの運転を始める�
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9.のぞき窓(写真12)

これはポンツｰンに搭載するものではないが一番小

さい第5ブロックの底に直径30cmののぞき窓が設けら

れてV･る.海水の澄んでいるところであれぱ水深10m

でも海底がよく見える.

次に掘さくに入るのだがその前に港からサンプリン

グ地点まで引き船で曳航し地点に到着した柾らはそ

の引き船でアンカｰを所定のところまで引張ってもらう

(写真13).4点のアンカｰをセットしワイヤｰを緊張

すると直ちに水深が測られそれに床じてケｰシングが

海底から水面上0.5mの所までそう入される.この際

潮流の激しい所では斜めに設置されるのでケｰシング

の頭をロｰプでポンツｰンに固定しておきアンカｰウ

ィンチの操作によって垂直に補正する(写真14).ケｰ

シングのセットが終わると通常のボｰリングの順序でコ

アチュｰブロッドを次々に降下させ(写真9)最後

にケｰリｰを継いで掘さく準備カミ終わる(写真10).あ

とはタｰンテｰブルに回転を与えてやればよいのだカミ

水深の浅い場合にはヶ一リｰであるためにビットに給圧

をあたえることカミできないので岩盤の堅さに応じてト

リノレカラｰのような肉厚のパイプを用いるか給圧用の

おもりを期いて給圧をかけてやる.このよう恋順序で

今夏北九州沖で第三紀層を掘進した時の時間割りの五例

を次に示す.

(水深2!｡δm波高…･約50c㎜)

違点アンカｰ麦ット五5分

アンカｰロｰプの緊張5分

グｰシンダそう人30分

類ツボ降下2c分

ユ｡5鰍掘進30分

楓ッド引慧揚げ!0分

ケｰシング引き揚げ15分

4､点アンカｰ巻き揚げ20分

計工45分(約2時間半)

このようにして数点のコアを採取してきたのだがま

だまだ技術開発すべき点は多々ある.というのは今回

は海水を循環水として使用しスライムは海に放流して

v'たのだカミ今後さらに深く掘進したり表層を保孔しな

ければならない場合には泥水が必要と狙ってくるので

それに対する循環系統を考えなければ衣らない.その

ためにはボｰリング船第1探海号で採用しているように

ケｰシングにスライドジョイント(バンパｰサブ)を設

け泥水排出口とポンツｰンまたは泥水バッグとの関係

位置を常に一定にしておくようにしなければならたい.

また前記のように船の上下動をケｰリｰで吸収していた

のだがこれでもかなり摩擦抵抗があったのでロッド

にもスライドジョイントを設ける必要カミある.

上記のような基盤調査のほかに表層堆積物とくに砂

層の柱状試料採取法の研究も重要課題の1つである.

この点については地質ニュｰスNo･101にも書いてあ

るが回転式による柱状試料の採取はなかなか困難であ

るので今回もスピリットサンプラｰを使用して打ち込

み式を行なりてきた｡弗五回の打ち込みすなわち表

層部分の採取はほとんど五00形てあっ危が(写真16)

それより深い部分すなわち海底面より数mの柱状試料

の採取は色冷とむずかしさカミあり今後の研究ぽ残され

たわけである｡

今夏の海上実験はポンツｰンがどの程度安全であるか

また曳航能力はどの位がさらにスライドベｰス複づ

⑱餓§ブ閑ック争)嬢1こあ義海燈のそ蜜鵜

⑩ウインチ管)操作�
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⑲曳船でアンカｰを所定の位.1置(水深の倍以上)まで

引張ってもらう

⑭ケｰシングの頭を口}プで固定する

欄鞘

･蝿･

嚢萎,

⑮スピリヅ

⑲コアを取リ山す

トサンフラｰで採取した砂層の枝状試料

��洩

⑰曳､

航｢打のポンツｰン�


